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ピカピカの１年生 
 

 

 

 

「賢く 優しく 逞しく」 

  自分で考え 

    行動できる子ども 

 

 

 

４月の主な予定（１３日以降） 
１８日（火） 全国学習状況調査６年（国・算） 
      県学習状況調査５年（国・算） 
１９日（水） 地区児童会  
22 日（土） 土曜開校（①授業参観  ②PTA 総会  
           ③学級懇談） 
24 日（月） 家庭訪問①（姉・嘉納・黒井） 
25 日（火） 家庭訪問②（直鳥） 
      全国学習状況調査児童質問紙  
      オンライン実施  
26 日（水） 家庭訪問③（下板・詫田） 
27 日（木） 家庭訪問④（予備日） 
28 日（金） 生活朝会（朝） 縦割り班顔合わせ 

６年生、５年生すばらしかった 

  
何かの行事を行うとき、必ずそれを準備する者がいます。入学式の

準備を前日に担ったのが、６年生と５年生です。その準備の様子を

じっと見ておりました。担当の先生の指示に対する子どもたちの反応

がとにかく早かったです。「次は何をすればよいですか」「ほかに仕事は

ありますか」という子どもたちの声も聞こえてきました。 

すべての準備を終えた後、校長から５、６年生にねぎらいの言葉を

かける場がありました。そこで話したのは、「高学年として期待通りの働

きができたこと」そして「１年生の保護者の方は、高学年のあなたたち

の姿を見て安心と期待をされること」です。加えて、準備の始まりから

終わりまで、ようく見ていると、話の聞き方、動きは、微妙に６年生がよ

いことを伝えました。６年生は昨年から高学年としての意識で過ごして

きた差なのだろうと思いました。５年生に「６年生のよいところはどんどん

まねしてください」と言いましたが、式の中での１年生を迎える歌声は、

あなたたち５年生が勝（まさ）っていましたよ。 

 

4 月 12 日入学式。朝方の雨も式の前には上がり、３５名の元気な１

年生が入学してきました。ほんの２週間前まで、保育園や幼稚園に通っ

ていた子どもたちです。何かしらハプニングがあるかと、思っていましたが、

心配無用でした。みんなきちんといすにすわって、三十数分の式を終える

ことができました。式に参加している６年生と５年生の凜とした姿が１年生

にも伝播したのでしょうね。 

式の中で、１年生の担任の先生（川原先生、石井先生）には、自己 

紹介がてら、川原先生のキーボード演奏にあわせて石井先生に「ドレミ

の歌」を披露していただきました。１年生も楽しく、やさしそうな担任の先

生方の様子を見てほっとした（？）と思います。お二人の先生から「校長

先生もやってください」と当日は壇上でタンバリンたたかされたのは、ちょっ

と想定外ではありました。。。 

１年生がはやく学校になじんでくれることを願います。 

お花ありがとうございます 

入学式に向けてお花を持ってきてくれた皆

さん（保護者様）ありがとうございます。式場が

明るく華やかになるとともに、会場にはおられ

ずとも、心温まるメッセージのように感じられま

した。この場を借りてお礼申し上げます。 


